
¬

新
た
に
制
作
■
一
一
一
一
理
珈
■
一

教
会
の
聖
別
書
が
行
方
不
明
で
あ
る
の

で
こ
の
ほ
ど
百
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ

ま
し
た
。
書
家

・
河
内
利
治

（君
平
）
氏

（大
東
文
化
大
学
書
道
学
科
教
授
）
の
書

で
す
。

付
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拠
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篠
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凛
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ト
ー
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催
サ
ル
鷲
ノお
斐
′

ｆ
ニ
ユ
峰
ユ
一千
ん
で
一
ｆ
千
口
潤
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ニ
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テ
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事

公
全

夕
議
鑢

メに
ヒ叫
薙
Ｔ
驀
筋
ふ
誉
承
争
ま
壼

ァ
覆
潤
シ
チ
ョ
奉
〓
公
脊
鷲
肴
奉
孝
ノ

為
二
猪
〓
え
′
備
″ル
ー
プ
を
ホ
ス

滋
〓
ネ
職
夕
別
ゑ
ャ
一
分
千
”

今́
ぇ
で

せ
一
年

〕
月

十
口
叫

蔵

奪

二
恭

ヶ
れ
ゎ
器

ヤ
ン
チ
た
ず
機
親
ス

ネ
紫
輩
誉
す
撃
博
一
ゼ
ジ
。でキ
ム

ロ
本
夕
公
か
共
醐
ネ
水
ニ

η
九
べ
承
ュ
ニ
み

ユ
象
．セ
ル
バ
ベ
ル
然
〕
勝
一

煉
瓦
の
聖
堂
を
建

て
る

新
し
い
礼
拝
堂
の
建
設
用
地
は
１
９
０

８
年

（明
治
４
１
年
）
に
購
入
準
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
建
物
建
設
は
遅
々
と
し

て
進
ま
ず
、
毎
回
の
教
会
委
員
会
の
テ
ー

マ
と
し
て
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

１
９
１
６
年

（大
正
５
年
）
３
月
の
信

者
総
会
で
待
望
の

「新
礼
拝
堂
の
建
設
の

議
」
が
決
議
さ
れ
、
６
名
の
建
設
準
備
委

員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
で

は
建
設
費
三
千
円
規
模
の
建
物
を
想
定
し

そ
の
準
備
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
３
年
間

に
捧
げ
ら
れ
た
募
金
額
は
８
１
２
円
。
こ

れ
に
本
町
礼
拝
堂
敷
地
売
却
費
１
０
０
０

円
が
加
算
さ
れ
て
も
１
８
１
２
円
の
資
金

状
況
で
し
た
。
前
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た

よ
う
に
、
新
礼
拝
堂
の
建
設
を
請
願
す
る

田
井
正

一
師
、　
ヘ
ー
ウ
ツ
ド
女
史
の
米
国

聖
公
会
機
関
誌
を
介
し
て
聖
公
会
信
徒
の

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
氏
ご
夫
妻
が
多
額
な
募
金

を
く
だ
さ
り
、
総
額
１
８
６
４
４
円
の
建

設
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
立
教
大
学
を
は
じ
め
多
く
の
聖

公
会
の
礼
拝
堂
の
建
築
を
手
掛
け
た
米
国

マ
ー
フ
イ
・
ダ
ナ
ー
社
に
所
属
し
た
ウ
イ

ル
ソ
ン
氏
の
設
計

・
監
理
の
も
と
、
清
水

建
設
が
建
設
を
請
負
い
ま
し
た
。

（こ
れ

に
関
し
て
は
清
水
建
設
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

簿
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
）

唯一残る設計図 (青写真の一部)聖堂建設の大恩人ピーターソン博士
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赤
褐
色
の
レ
ン
ガ
を
用
い
、
中
世
イ
ギ

リ
ス
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
の
本
格
西
洋
建

築
物
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
礼
拝
堂
が

立
つ
地
域
は
米
穀
問
屋
が
立
ち
並
ぶ
蔵
の

街
の
中
心
地
、
町
民
の
驚
き
は
大
変
な
も

の
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。
１
９
２
１
年

（大

正
１０
年
）
４
月
１０
日
、
マ
キ
ム
教
区
主

教
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
、
新

礼
拝
堂
聖
別
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
伝
え
る
当
時
の
教
会
誌
に
次
の
よ
う
な

記
事
が
あ
り
ま
す
。

「
い
と
小
さ
き
仔
羊
の
群
れ
に
対
し
こ

の
壮
大
な
る
聖
堂
を
与
え
給
え
る
主
の
広

大
な
る
ご
恩
寵
に
対
し
誠
心
誠
意
感
謝
と

讃
美
を
捧
げ
る
」
。

こ
う
し
て
多
く
の
方
々
に
支
援
さ
れ
て

与
え
ら
れ
た
聖
堂
で
し
た
が
、
完
成
２
年

目
に
関
東
大
震
災
、
昭
和
６
年
の
川
越
地

方
の
地
震
と
２
度
の
災
害
に
遭
遇
、
追
加

の
修
理
事
業
で
見
事
元
の
よ
う
に
修
復
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
礼
拝
堂
の
内
部
に
は
各
種
の
備
品
、

調
度
品
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く

が
教
会
に
関
わ
る
方
々
か
ら
の
寄
付
、
献

品
に
よ
る
も
の
で
す
。
祈
祷
台
、
聖
歌
番

号
表
示
版
、
大
燭
台
、
祭
服
用
箪
笥
、
そ

し
て
近
年
で
は
祭
壇
中
央
の
十
字
架
を
故

森
紀
旦
主
教
、
新
し
い
聖
鐘
を
故
若
宮
信

夫
ご
夫
妻
か
ら
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
教
会
を
永
く
司
牧
さ
れ
た

故
松
平
惟
太
郎
司
祭
の
言
葉
に
耳
を
傾
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

「川
越
教
会
の
聖
堂
を

組
み
立
て
て
い
る

一
枚

一
枚
の
煉
瓦
に
、

教
会
百
余
年
の
歴
史
の
う
ち
に
生
き
て
き

た
先
輩
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

そ
し
て
彼
ら
の
信
仰
の
血
が
脈
々
と
わ
れ

ら
の
う
ち
に
流
れ
て
い
る
の
だ
」
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完成当初の全景 (屋根は日本瓦葺)


